
AEBS［交差点]の新たな試験・評価方法の策定について 
 

Ⅰ．「対車両出会い頭及び対二輪車右直シナリオ」に係る残された論点 
（１）令和７（2025）年度第２回検討会の振り返り 

第２回検討会での議論結果（議事録抜粋） 
・ 社会損失額では、交差ポイント③がマジョリティーを占めているので、いつ入れるかとい

う点は残りますが、導入することについてはよろしいですか。Ｊ－ＮＣＡＰはやはり死

亡、重傷を減らすのが第一です。そのあたりを踏まえて、まずは２０２８年をターゲット

に、ワーキングに試験法を作っていただく。ちゃんと文書としてワーキングに依頼するこ

とを考えているのですけれども、いかがでしょうか。（座長） 

・ ２０２８年度をめどに考えることは、特に異存はございませんが、ただ、どの技術でこの

交差ポイント③を回避するかによっても、いつ頃、これをカバーできるかは変わってくる

かと思いますので、そこはワーキングで一度御議論いただいて、もし２０２８年度が難し

いということであれば、そこは柔軟に対応させていただくことにさせていただけないかと

思っています。（国土交通省） 

・ 年度末のロードマップの検討において、いつ、どのように交差ポイント③に対応するか、

議論しないといけませんので、次回この場で決められたらいいのではないかと思います。

（ナスバ） 

・ ロードマップを見ながら交差点試験について次回再度議論することにさせていただきたい

と思います。（座長） 

 

（２）残された論点 
  ・交差ポイント③（出会い頭及び対二輪右直）の導入時期及び対応方針 

   

（３）予防安全技術検討ワーキンググループ（令和７年度第４回及び第５回）での結論 

 ＜令和７年度第４回及び第５回予防安全ＷＧのまとめ＞ 

 交差ポイント③については、AEBS のような衝突直前時に作動するものではないので

交差ポイント③は AEBS の作動対象とはされていない。よって、交差ポイント②まで

を AEBS 試験の対象とし、AEBS 交差ポイント③は先読み支援システムや自動運転シス

テムなどの将来の技術を活用して対応することが妥当である。 

 今後市販される車両に搭載される新技術の調査研究を出会い頭・２輪右直のシナリ

オ毎に実施することで、新技術の対応内容を把握し、それぞれのシナリオにおいて

適切に評価できる試験・評価法をシナリオ毎に検討する必要があるため、現時点で

導入時期を明示することは難しい。 

 

 

 

 

 



（４）今後の考えられる方向性（ナスバ提案） 
・上記予防安全検討ワーキンググループの結論だけでは、検討会では十分な議論ができない

ことが想定されたことから、この度、ナスバから、今後の考えられる方向性案を提案させ

て頂く。具体的には、交差ポイント③に対応する新技術に対しては、以下の３つの選択肢

が考えられる。 

 

表．選択肢の整理 

 

選択肢 対応案 メリット デメリット 

Ａ案 

〇新技術についての調

査・研究及び適切な

試験・評価法の検討

を行った後に、安全

性能評価を導入す

る。 

〇客観的な安全性能評

価ができ、性能差が

あれば、それを示す

ことができる。 

〇評価ができる体制を

構築しておくこと

で、メーカーの技術

開発が促進され、新

技術の早期市場導入

が期待される。 

〇現時点で交差ポイント

③に対応する新技術を

搭載した車種が存在し

ないことから、試験法の

策定ができない。 

〇その結果、現時点では、

公平性を確保した試験・

評価法の作成が難しい。 

〇安全性能評価の導入ま

でにどの程度の時間が

かかるかも不明。 

Ｂ案 

〇実車を用いて、人間

の運転で新技術の作

動を確認して、その

作動状況の映像を撮

影・公開する。 

〇上記とあわせて、 

カタログ情報等に基

づき、新技術の装備状

況をナスバＨＰで情

報提供する。 

〇新技術が市場に投入

された場合、車種毎

の性能差について一

定程度の信頼度をも

って速やかに情報提

供することができ

る。 

〇カタログベースの情報

に加え、実車を用いて作

動状況を確認した情報

を付加するため、ユーザ

ーは、映像で確認できる

範囲で車種毎の性能差

を知ることができるも

のの、厳密に言えば、情

報提供にとどまるもの

であり、客観的な評価結

果を伝えるものではな

い。 

Ｃ案 

〇カタログ情報等に基

づき、新技術の装備

状況をナスバＨＰで

情報提供する。 

〇新技術が市場に投入

された場合、速やか

に情報提供すること

ができる。 

〇カタログベースの情報

を整理するものであり、

ユーザーは、車種ごとの

性能差を知ることがで

きない。 



⇒（方向性案） 

○ Ａ案は実現可能性を考えると現時点では選択できない。また、差し当た

り、情報提供で対応するとしても、自動車アセスメントの趣旨や効果を

考えるとＣ案よりもＢ案が妥当である。したがって、対応案は「Ｂ案」

で決定してはどうか。 

○ 情報提供開始時期については、前回検討会において座長から検討指示の

あった２０２８年度中の開始を目指し、予防安全技術検討ＷＧで詳細を

検討してはどうか。 



＜参考＞ これまでの議論の振返り 

《１．背景》 

○ 我が国の交通事故による死亡事故のうち、交差点で発生したものが約４６％を占めている。 

○ 近年のセンシング技術の向上により衝突被害軽減ブレーキの性能は、交差点における右左折

時の事故形態までサポートできる車両が市販化されてきており、2024 年度より AEBS[交差

点：対車両（右直）]シナリオや[交差点：対歩行者（右左折）]シナリオの評価試験を JNCAP

でも導入しているが、交差点での他車両が自車の横方向から衝突する出会い頭事故や対二輪

車との右直事故に対しても、死者数削減のために高い効果があると見込める。 

○ EuroNCAP では、交差点における出会い頭事故および対二輪車の右直事故を模擬した衝突被害

軽減ブレーキ試験を令和５年（2023 年度）より開始している。 

○ JNCAP では、自動車アセスメントロードマップにおいて、令和８年度（2026 年度）より「衝

突被害軽減ブレーキ[交差点：対車両（出会い頭）]および[交差点：対二輪（右直）]の自動

車アセスメント評価導入」を掲げている。 

 

 

《２．導入スケジュール案》 
○ 令和５年度（2023 年度） 

・評価シナリオの整理 

・AEBS［交差点］搭載車両による調査実験 

  

○ 令和６年度（2024 年度） 

・AEBS［交差点］搭載車両による追加実験および二輪ターゲットによる調査実験 

・AEBS[交差点（対車両：出会い頭）/[交差点（対二輪：右直）]シナリオの       

試験・評価方法の原案策定 

  

○ 令和７年度（2025 年度） 

・AEBS[交差点（対車両：出会い頭）]/[交差点（対二輪：右直）]シナリオの試験・評価方法

の策定 

・AEBS[交差点]搭載車両による確認試験 

 

○ 令和８年度（2026 年度） 

・AEBS[交差点（対車両：出会い頭）]/[交差点（対二輪：右直）]シナリオの評価開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施済み 



《３．検討状況》灰字はこれまでの検討会で承認済み                                  

（１）対車両出会い頭シナリオ                               
◆試験時間帯                                     

：昼間 

                                       

 

 

◆遮蔽                                        

  ：無し 

                                       

 

 

 

 

◆試験車速                 ◆ターゲット車速 

  ：停止→発進、20～60km/h（10km/h 刻み）   ：20～60km/h（10km/h 刻み） 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 当側 2 当側 



◆ターゲット車の走路（左右どちらから来るか） 

 

  ：右から直進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           a        b       c      d         e           f 

 

 

 

◆試験する交差ポイント 

① EuroNCAP 相当 

（全幅 1.8m 車両のラップ率 105％相当） 

② 緩衝領域に同時侵入（ラップ率 0％相当） 

③ 自車先行（①EuroNCAP の逆形態） 

 

    

 

 

 

 

 

 
         （左から直進）         （左から直進）           （左から直進） 

 

     【f と a が該当】        【e と b が該当】         【d と c が該当】 

  

 

  

試験実施 
（実施は f にて） 

試験実施 
（実施は e にて） 

導入時期を検討 

f a e b d c 



（２）対二輪右直シナリオ 
 

◆試験時間帯 

 ：昼間 

 

 

◆試験用ターゲットの種類 

：スポーツタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆試験車速                 ◆ターゲット車速 

  ：10～20km/h（5km/h 刻み）         ：30～60km/h（10km/h 刻み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆対向車走路 

  ：車線中央 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 当右折車（試験車両側） ２当直進車（ターゲット車両側） 

1.75ｍ 

1.75ｍ 1.75ｍ 15kｍ/h 
20kｍ/h 

10kｍ/h 



 

◆交差ポイント 

①EuroNCAP 相当（試験車前端中心） 

②試験車左前端 

③試験車前軸左側端（左側面 F オーバーハング部）⇒全幅の 1/2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）配点 
 自動車メーカーが指定した交差ポイントの配点と試験結果（速度低減率）を掛け合わ

せた合計点から得点を算出する 

 

＜対車両出会い頭シナリオにおける配点表＞ 

表１．交差ポイント①（全幅 1.8m 車両のラップ率 105％相当）最大１．０点 

試験車速 
ターゲット車速 

20km/h 30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

停止発進 0.010 0.020 0.025 0.025 0.020 

20km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

30km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

40km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

50km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

60km/h 0.010 0.020 0.025 0.025 0.020 

 

表２．交差ポイント②（ラップ率 0％相当）最大２．０点 

試験車速 
ターゲット車速 

20km/h 30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

停止発進 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

20km/h 0.040 0.080 0.100 0.100 0.080 

30km/h 0.040 0.080 0.100 0.100 0.080 

40km/h 0.040 0.080 0.100 0.100 0.080 

50km/h 0.040 0.080 0.100 0.100 0.080 

60km/h 0.020 0.040 0.050 0.050 0.040 

 

 

 

 

① EuroNCAP設定 
（試験車前端中心） 

② 試験車左前端 ③ 試験車前軸左側端 
（オーバーハング部分の側面） 

全幅の 1/2 

導入時期を検討 



＜対二輪車右直シナリオにおける配点表＞ 

表３．交差ポイント①（試験車前端中心） 最大１.２点 

試験車速 
ターゲット車速 

30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

10km/h 0.100 0.100 0.100 0.100 

15km/h 0.100 0.100 0.100 0.100 

20km/h 0.100 0.100 0.100 0.100 

 

表４．交差ポイント②（試験車左前端） 最大１.８点 

試験車速 
ターゲット車速 

30km/h 40km/h 50km/h 60km/h 

10km/h 0.150 0.150 0.150 0.150 

15km/h 0.150 0.150 0.150 0.150 

20km/h 0.150 0.150 0.150 0.150 

 

（４）評価方法 

 
 

 

以上 

全ての責任点導入以降に必要
に応じて具体的内容を検討 


